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GLPK (GNU Linear Programming Kit)

 線形計画問題を解いてくれる

 決定変数の数が少なければ解析的に解ける

 多くなると、人の手で解くのは困難になる

 ロシアのA.O. Makhorin (mao@mai2.rcnet.ru)
氏が開発

 ANSI C で記述

 https://www.gnu.org/software/glpk/
 2017.1月に glpk-4.61.tar.gz が公開されている
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GLPKのインストール(Linux)

 ITC提供のワークステーションにはインストール済

 Ubuntu では、パッケージが提供されている

 sudo apt-get –yV install glpk
 sudo apt-get –yV install glpk-doc
 sudo apt-get –yV install glpk-utils
 sudo apt-get –yV install libglpk-dev
 sudo apt-get –yV install libglpk0
 sudo apt-get –yV install libglpk0-dbg

 提供されているのは glpk-4.60以前 かもしれない
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この３個で大丈夫かな
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ソースファイルからのインストール

 例えば作業用ディレクトリを /tmp とする場合

 $ cd /tmp
 $ zcat [glpk-4.61.tar.gzの場所] | tar xvf –
 $ cd glpk-4.61
 $ ./configure
 $ make

 エラーが無いことを確認

 $ make check
 エラーが無いことを確認

 $ sudo make install
 多分 /usr/local/bin/glpsol と /usr/local/lib/libglpk.* がインストール

される
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glpsol の起動

 glpsol (GNU Linear Programming Solver)
 $ rehash

 インストール後には最初におまじないが必要なことが多い

 glpsol –v
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glpsol の主要オプション

 詳細は glpsol –h で見られる

 -m filename
 モデルファイルをfilenameから読み込む

 -d filename
 データファイルをfilenameから読込む (モデルファイルに

データが記述されていたら無視される)
 -y filename

 画面出力を filename に書き出す

 -o filename
 実行結果を filename に書き出す
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モデルファイルの書き方(1)
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モデルファイルの書き方(2)

 変数の宣言

 var 変数名 型指定 ;
 var x1 >= 0 ;

 目的関数の定義

 maximize  z1:  x1 + 3.5e4*x2 ;
 minimize  z2:  x1 – 4.2*x2 ; 

 制約条件の定義 (subject to)
 s.t.   st1:  5*x1 + 3*x2 <= 15 ;

 モデルファイルの終了宣言

 end ;
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モデルファイルの例
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モデルファイルを解いてみる
 $ glpsol –m lp-ex1.mod –o lp-ex1.out
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問題として正しく理解できた

最適解が見つかった
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実行結果を見て見る(1)
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重要

何に使うのか
よくわからない
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実行結果を見てみる(2)
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結果の最大値

目的関数
制約条件

最適なx1とx2の値
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その他の記述の仕方 (1)

 変数の範囲を示す

 var x1 <=2, >=0 ;
 var x2 >= -3, <=5 ;

 変数を整数に限定したい

 param N interger, >0 ; 
 set V := 1..N ;
 set E within {V,V} ;
 set W := 1..N ;
 set W1 := 1..N-1 ;
 param AM{E} ; 
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Vは1～Nまでの整数

Eは[1～N][1～N]の二次元ベクトルの要素

W1は1～N-1までの整数

AMは二次元配列 AM[x, y]

型指定
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その他の記述の仕方(2)

 0, 1 の二値を取る変数

 var y0 binary ;
 var y{W} binary ;
 var x{V, W} binary ;

 Σ
 sum{i in W} (y[i]) ;

 配列の初期化 (制約条件で実行)
 s.t. XX{v1 in V, v2 in V: AM[v1,v2]=1} : 式
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y0は0 又は 1 の値を取る

配列y[W]は0 又は 1 の値を取る

配列x[V, W]は0 又は 1 の値を取る
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文字式を利用した定式化

 モデルファイルとデータファイルを分離

 モデルファイルは、パラメータで一般化

 データファイルでパラメータに値を付与
 glpsol –m filename.mod –d filename.dat –o filename.out
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最短経路問題

 ノード p から q までの最短経路を求める

 リンクに距離（ Costij ）を与える

 ノード p に流量 1 のトラヒックを流す

 xij は、リンクijの流量 ⇒ 最短経路以外は 0 になる
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モデルファイル
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データファイル
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実行結果
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最小距離11
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演習７

整数線形計画問題
目的関数
制約条件
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 次回から二回は12-107 ワークステーション室

 使ってみよう GLPK
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通路

使用禁止


